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　目的　東北大学狩野文庫に架蔵される「南蛮料理書」を理解するためには、多面的な検
討が必要であると考え、これまではルイス・フロイス「日本史」、アレシャンドウロ・ヴ
ァリニャノ「日本巡察記」などを資料として、成立の推定を行ってきた。次いで調理方法
の記述を検討するにあたっては、まず語彙の整理が必要であるところから、今回はr日葡
辞書」をとりあげて、収録される食に関する語彙を採集して検討することとした。
　方法　資料の「日葡辞書」は、イエズス会宣教師が日本において聴罪、説教を行うにあ
たって必要とされる日本語習得のために長崎のコレジオにおいて編纂され、1603年に刊行
された辞書である。中世から近世にかけての日常の話し言葉を中心に、広汎な分野に亘る
語が採録されている点、当時の辞書類が漢字を中心とした字書、歌の用語を収めた辞書の
他には存在しなかった中にあって、生活用語を研究するうえで極めて有用な資料である。
岩波書店発行の和訳「日葡辞書」を底本として、それに収録される食に関すると考えられ
る語彙を全て採取し、分類した。
結果　採取した食に関する語彙は2826語で、「日葡辞書」に収録される総語彙数32293語
の約9Xを占めた。それらを分類すると獣、鳥、虫、魚、貝、乳の動物性食品、疎菜、野性
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作、調味料および調味に関する語、酒類、調理器具、設備、供食に関する語、食事動作、

食事形態、計量に関する語、売買に関する語などに多岐にわたって分類された 本報では
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全体の概要および動物性食品について触れるが、後者では乳酪の形態、卵の語の用法、鶏

と雄の語彙上の混用、牛肉食に関する語彙などに検討の余地があると考えられた。

1Qa－5 薩摩藩島津家の食生活

第一報 江戸初期の琉球l≪l係文沓から 元別府大短大 江後辿子

日的　　慶長川年（1609)薩摩蕭が琉球に派兵し、その後幕藩体制が崩壊するまで薩摩藩

　の支配を受けてきたが、そのi!ii 薩摩藩への度々の表敬訪問が行われている。そのいくつ

　かの記録をもとに薩摩藩島津家と琉球との食生活の交流を探ることを試みた。

方法　　島津家文書のうち尚古集成館所蔵の料理文書として、江戸初期の琉球関係文書が

　　９点存在する。これらの文書の解読を行い、すでに報告した「御献立留」の巾にみられ

　る15回の琉球関係への饗応献立と合わせて鹿児島と疏球国との食生活について検討した。

砧果および考察　　琉球関係の饗応献立は寛文10年（1670）をはじめとして、安永　２年

　　（1773）まで全部で21回分ある。この饗応に挑わったのは、薩摩藩鳥沖家の庖丁人石原

　家である。石原家はｒ当流料理献立抄Jに庖丁の四家としてあげられている五々三の家

　の石原家ではないかと思われる。饗応献立には五々三が多い。饗応は鳥rn家が接待した

　場合と、その返礼として琉球関係者が行ったものがある。琉球関係者が行った饗応は料

　貝!人を連れてきてはいるが、いずれも石原家の記録に残されているところからすれば、

　共同作業であった可能性もある。また、琉球側からの饗応には、唐凪料理で接待した場

　合もあり、豚肉を用いた料理もみられ、その後の島津家の食生活に多大な彫響を及ぼし

　たことが推察される。また、島津家の庖丁人石原家が琉球の料理人へ料理を伝えた文書

　もあり、このような交流から沖縄へ日本料理が伝わったものと考えられた。
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